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アートマニアながさき塾 
 

写真
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塾長 内藤 修子

■ 塾長コメント ■

「アートマニアながさき塾」は長崎の市民

の方とアートを楽しみます。アート活動の中

心は、人とアートの繋がりを深くして、長崎

を活気づけていこうという活動です。

歴史と文化が身近にある長崎の中で、アー

トを取り入れて、歴史文化との共有を試みて、

イベントをするアート活動しています。

素晴らしいまちを再発見していく企画をし

てきました。塾生はそれぞれが感性豊かな生

き方をしています。長崎のアート活動が、長

崎への思いに繋がるように思います。

例えば、長崎で生まれ長崎で育った方、横

浜で生まれ長崎に結婚を機に来られた方、長

崎で生まれ市外に就職し定年後に長崎に帰っ

て来た方、転勤で長崎を離れていて長崎へ帰

って来た方、長崎に居ながら長崎をしらなか

った方などが塾生として集いました。「アー

トマニアながさき塾」の会議で、初めて出会

う方も多く、先ずは自己紹介から始まること

になりました。

何が、ここから始まるのか、全く未知の世

界のような「アートマニアながさき塾」でし

たが、長崎をあらためて、愛しいまでに感じ

る人たちがアートの力を知ることから「アー

トマニアながさき塾」は、はじまりました。

■ 塾の目的 ■

「アートマニアながさき塾」の目的はアート

で、まちを活気づけることです。長崎市民で

ありながら、長崎のまちのことを知らない方

がアートを通じて、心に残るアートの通りに

して、会話を交わしながらまちを生き生きと

していきます。長崎市民の方だけではなく、

長崎に住んでいない方でも気軽に楽しんでい

けるようなイベント企画をします。空き家ア

ート、路地裏アートなど、人が足を運ばない

場所でも、そこにアートを展示していく活動

をして、地域と人とアートが繋がる場所をつ

くっていくのが大きな目的でもあります。

より深く長崎愛のアートをとおして追求し

ていきます。

■ 塾の研究・活動内容 ■

活動は月１回～２回の会議を行い。会議で

研修日、イベント日程を決めました。初めて

の方も多く、「アートマニアながさき塾」が

方向性や企画の意味を説明していく方法より、

先ずアートをまちの中に設置して「アートス

トリート」としてアートに親しむことから始
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めてみました。

浦上アートストリートは、各商店の前や店

舗の中に展示しました。 月 日原爆の日を

挿んだ日程としたことで観る方が多く、商店

の方にも人気があり喜んでいただき、企画と

しては良かったのですが、搬入搬出と暑い日

で塾生の疲れが気になりました。今後は真夏

のアートイベントの日程を考慮したいと思い

ました。

「アートマニアながさき塾」の目的を達成

するために、活動内容を大きく つに分けて

みました。 つ目は、まず１年目で出来るこ

とから行動を起こし、まちの中にアートを展

示してみること。

つ目に、展示したアートを通してアート

と人とをつなげ、地域の方や商店の方と話し

てみること。

つ目にアート活動をどのまちの、どの地

区で取り組むかということの検証。

この３つは今後の「アートマニアながさき

塾」の課題にもなります。幸い１年目の展示

で地域の方との交流も始まり、今後の展開に

つながると思います。店舗内で展示、店舗前

の展示と「アートストリート」「野外アート

展示」などと、今後も続けて行き、イベント

で市民との交流を深めたいと思います。

■ 塾活動の成果 ■

アートを身近に感じてもらうために、長崎

にちなんだ絵を塾生や活動への賛同者に描い

ていただき、その絵を「ながさきもんぬり

え」として、一冊にまとめました。

その他に浦上アートストリートやくすのき

便りなど多くのイベントする際に地域の方と

交流を深めることができました。

また、イベントを実施してみて観光客が通

る場所ではあるが市民通らない場所があり、

チラシやマップの配布、イベント広告の方法

に工夫が必要なことやお店などにアート作品

を展示する際に店舗やお客様に迷惑をかけな

いことなど、課題を見つけられました。

塾活動が初めての方も多く、研修会を 月

にしました。 人の塾生はアートの力を信

じ、市民のアート活動として出発しました。
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アートマニアながさき塾 活動記録

日 時 場 所 内 容

平成 年

月 日 水 長崎県勤労福祉会館 長崎伝習所「塾」開所式、第 回 塾会議

月 日 土

時～ 時

長崎市市民活動センター

ランタナ Ｆ会議室

① 研修日について（目的、内容、研修説明）

② 長崎で始めて開催する「アートストリート」に

ついて、（開催時期、場所、作品展示）

③ 山王神社くすのき便りの子ども対象

④ 浦上界隈アートストリート現場視察会

月 日 日

時～ 時

福岡県朝倉市黒川・旧黒川

小学校「共星の里」

廃校になった小学校を利用し美術作品を展示して

いる「共星の里」への視察研修

月 日 土

時～ 時
浦上地区

浦上アートストリートの作品展示賛同店舗の視察

作品の展示方法の検討

月 日 金

時～ 時

長崎市市民活動センター

ランタナ Ｆ会議室

作品の取り扱い方・注意事項・作品出品者決定塾員

の役割分担などの決定

月 日 金

時～ 時
山王神社

「くすのき便り」家族に便りをだそうよ～を

テーマにし、子どもたちとクスノキを描く。

長崎に生まれて平和な世界を祈り、クスノキに託

し、それを家族に伝えようというイベント。

山王神社のクスノキをスケッチ、平和や家族への感

謝など各自の気持ちを絵手紙にして家族に伝えま

す。

月 日 木

～ 月 日 月

時～ 時

浦上地区

浦上地区 店舗に絵画、造形を展示。スタートは

浦上駅近くから山王神社まで。マップを持って、歩

きながらアートを観る。商店街界隈を歩いて、山王

神社でゴール。

月 日 金

時～ 時

市民活動センター

ランタナ Ｆ会議室

① 「浦上アートストリート」の感想反省会

② 宮本初音講演会について（県立美術館骰展会

場、講演内容について）

③ 月 日中間報告会メルカつきまちホールへ

の参加者を募る。

④ 月スタートの「風頭公園・まちなかアート」

について、野外アート展示を開催することにつ

いて塾員の意見を聞く。

月 日 土

時～
風頭公園坂本龍馬像前集合 さるくガイドの方が風頭の歴史ガイドを案内

月 日 日

時～ 時
長崎県美術館骰展会場内

長崎県美術館県民ギャラリー骰展会場で、宮本初音

講演会「まちとアート、 年」
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日 時 場 所 内 容

月 日 月

～ 日 日

時～ 時 分

風頭公園・亀山社中跡・

おきみ茶屋・「風の大地」

風頭公園・亀山社中・長崎の歴史とアートの道を散

策する。

「長崎さるく」と「アートマニアながさき塾」のア

ートが繋がり、歴史とアートがつながります。

長崎により深く親しむ、環境アートを積み重ねる。

月 日 月

～ 日 土

時～ 時

中川町・築町・鍛冶屋町

まちなかアートフェス

浜の町を少し歩けば。アートに出遭える。

路地裏に入れが、好きな絵にあえる、路地裏を歩け

ば、まちに似合う絵に会える。

身近にあるアートを楽しんでみようと企画。

月 日 日

時～ 時

風頭公園、坂本龍馬像前集

合

野外展示の必然性を紐解くように、地域と人とアー

トが集う、楽しい展示になりました。

通行人観光客はまちとアートを身近に感じ、華やい

だ賑やかな展覧会イベントでした。

月 日 日

時～ 時

市民活動センター

ランタナ Ｆ会議室

①風頭公園アートフェス、まちなかアートの反省会

②長崎伝習所まつりについて

③風頭公園他展示イベントの反省会

④平成 年 月 日長崎伝習所まつりについて

⑤パフォーマンスやイベントの提案について

⑥アートマニアながさき塾の成果物として

「ながさきんもんのぬりえ」本の制作について

・塾生全員のぬりえを提案する。

・長崎に因んだぬりえを主にする。

・ 歳児から 歳までぬりえが楽しく出来る

抽象的なものなどにする。

平成 年

月 日 木

時～ 時
市民活動センター

「ながさきんもんのぬりえ」本の制作会議

ぬりえ制作者： 名

ぬりえ点数： 点

月 日 日

時～ 時

市民活動センター

ランタナ Ｆ会議室

長崎伝習所まつりの役割分担

■「長崎伝習所」平成 年度研究成果報告書

塾生の研修感想文の依頼

月 日

月・休
ベルナード観光通り

長崎伝習所まつり

調査内容パネルの展示、クイズなどを実施
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月イベント

塾活動が初めての方も多く、塾活動をする

にあたっての参考にするため福岡県朝倉市に

ある廃校舎を利用し、アート作品を展示して

いる。「共星の里」へ視察研修にいきました。

月イベント

●浦上アートストリート

〈 月 日～ 月 日〉

浦上アートストリートは、塾活動を決め

ていく会議で活動内容の意見が一致するこ

とがなく、困惑していたところ、その中で、

多くの塾生がまずは、行動を起こしてみよ

うということになり、そこで、長崎では誰

もやったことがない浦上地区でアート作品

を展示する、「浦上アートストリート」を実

施することになりました。

●くすのき便り〈 月 日〉

山王神社の宮司の方と 月に話し合いをし、

山王神社を使用する際には、雨が降った場合

境内で描いても良いとおっしゃっていただき

ました。当日は、雨が降らないで良かったで

す。参加者については、当初、子どもたちを

人募集していましたが、夏休みの宿題を

かねて 人の子どもたちが参加をしました。

その他にも、子どもたちのスケッチの指導

やイベントのアシスタントとして 人の塾

生やボランティアが協力してイベントを実施

しました。

とても有意義なイベントになりました。
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月イベント（ 月 日〉

●宮本初音講演会「まちとアート、 年」

講師の宮本初音さんは、福岡を拠点にまち

の中でアートプロジェクトを行ってきた方で

す。当日の講演は、福岡以外に沖縄や、別府、

韓国での活動をメインとしたお話で、興味深

いものばかりでした。

月イベント

●「風頭山・亀山社中 歴史とアートの道」

〈 月 日～ 月 日〉

風頭地区の風の大地アトリエや風頭公園、

おきみ茶房にアート作品を展示しました。

観光客が観たり他にも不思議な感じで見て

いる人や作品の前で記念撮影をしている方が

いました。

イベントを実施してみて、子どもたちの作

品が増えたら、公園の中に子どもたちが来て

賑やかになると思いました。

また、展示人数を増やし、参加者と通行人

との交流を深めたいなど次年度への課題も見

つけました。

●中川町・築町・鍛冶屋町まちなかアートス

トリート〈 月 日～ 月 日〉

浜の町を少し、歩けばアートに出会える。

路地裏を歩けば好きな絵に会えるとアート作

品を身近に感じてもらおうと企画し、まちの

中の喫茶店と路地にある喫茶店にアート作品

を展示してもらいました。
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月のイベントでは、多くの方に知って

もらおうと作品の展示スペ―スやまちの見ど

ころを載せたアートマップを制作しました。

また、実施するにあたって長崎の作家の人

達が、快く作品を出品していただいたり、こ

のようなイベントを待っていたというご意見

をいただきました。
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「アートマニアながさき塾」に参加して

アートマニアながさき塾・感想

■塾に参加して思うこと

境 真知子

街中に色が溢れ散乱している。大部分が

商業的意図と看板や店頭の装飾物等で、

その中で、絵画を持ち出すとどうなるの

か一抹の不安があった。

美術館や画廊にある絵画を見に行くのと、

店頭に飾った絵画を比べて、店頭に作品

を展示したのをみると、なんの気取りも

なく、道往く人達のチラリ視線で通り過

ぎた後、心の何処かに滲みる絵に出逢え

たら嬉しい気持ちになるだろう。

アートマニアながさき塾に始めて参加

して何をしたら良いのか解らなかったが、

皆で活動を共にして序々に、私の心中で

新たな何かが広がりつつあるような気が

する。

■風頭山歴史とアートの道

まちなかアートの感想反省点

参加者に口頭で感想を頂きました。

●今道信子さん

珍しい作品展で、しかもグレードアップした

作品展でした。新しい展覧会としてとても良

かった。野外アートは事前視察して、何が、

必要かなど、チャンスが欲しいと思う。

●山下昭子さん

地域を取り組んで、地域的な場所を取り入れ、

観光客も取り込んで、これからの発展が楽し

みになった。

●境真知子さん

経験がない野外アートですが、参加して楽し

かったし、面白いと思った。知人友人が風頭

山へ観にみてくれたことにもびっくりした。

展評もおもしろい評価でした。新しい自分の

発見にもなりました。やってみて、手探り状

態でした。

●阪井紀久子さん

普通の散歩道がアートの道に変わる、まさに

パブリックアートだと思う。感激しました。

絵を観る目的ではなく、自然とアートがある

という感覚が素晴らしいと思う。

●平谷眞一さん

仕事の関係で歩く場所です。現代美術と「長

崎さるく」がうまくマッチしていた。同行し

たお客さんが、「これはなんだろう」という話

題にもなった。野外アートの確認が出来た。
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●藤原佳子さん

アートは何処でやっても、観たい人がいると、

出かけて行くものだと思った。お墓に参る道

を歩いてアートを観るという感覚が発見にも

なり、長崎のすばらしさが確認出来た。

●岡田仁さん

子どもの頃よく遊んだ場所をアートの道を歩

くと、懐かしくよみがえり、不思議な感傷で

した。風頭山を歩くと昔を思い出した。若宮

神社の道は特になつかしく思った。この企画

がないと、歩いてないと思った。

●金子衛さん

作家として、夢中で制作した。この場所でア

ートマニアながさき塾・長崎に何が、貢献で

きるだろう・長崎の活性化をアートで何が出

来るだろうと考えた。展示に 日間、毎日バ

スで朝から夕方まで通った。これからもこの

ようなかたちで自分自身が長崎に何ができる

かを考えて、自分の制作を続けて行きたい。

●林田信代さん

風頭公園には 年以上来てなかったが、こ

のアート活動を通じて、この機会に来れて良

かった。浦上アートストリートの時にも感じ

たが、地元の方の協力なくては出来ない展覧

会だと思う。作品を観た地域の方の笑顔が嬉

しかった。そして、参加して居るほうが楽し

いと思った。

●岩永勉さん

作家の略歴を作品に付けて欲しいという意見

があった。より、多くの地域の方の参加を呼

び掛けたいと思った。

●事務局員 木下雅人さん

今回は手探り状態でした。次年度の発展を期

待する。歩いて、アートを観て、「健康」に繋

がることを発見した。

●副塾長 上田清人さん

地域の方の協力を得て知ったことは、みんな

長崎を愛していること、なんらかのかたちで

長崎の活性化に深い思いがあること。地元愛

を感じた。

＊分担をはっきりして、塾員全員が参加する

ようにしたい。一部の方だけで盛り上がって

も意味はない。野外アート企画は長崎市では

初めてなので、なんども市に通った。なにも

かも始めて企画に協力姿勢を示して頂いた。

●阪井紀久子さん

とてもうまく軌道しているアートマニアなが

さき塾だと思う。 年間で進歩的で、発展的

姿勢になっていると思う。

●大草一郎さん

共有する時間が少なかった。もっと計画的に

進行してほしい。これからも、会議を多くし

て、目的に向かう方を進めたい。進行の速さ

にステップ段階を積み重ねていかないと・・

ついていくのにやっとだった。

●林田英昭さん

マップなど制作して、随分ＰＣ作動が学べた。

●内藤修子

問題点を話しで解決へと進んで行きたい。
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■アートマニアながさき塾第１回会議の感想

山下 昭子

第１回会議では、会議内容が解りやすく、副

塾長の意見も、なかなかいい出来でした。会

議は良い運びだったと思います。息の合った、

いいコンビで今後、安心して活動できそうな

予感がしました。

■ 副塾長 道 正信

美術作品づくりを通じて、美術館のみではな

く地域住民と身近にアートに接してもらい

アートとは何かを身近に感じてもらう趣旨で

年間の活動を行ってみた。前段に福岡県の廃

校を利用し、美術展示及び活動を行っている

「共星の里」を見学、施設内作品展示、運営

方法などを聴き、少なからず参考になった。

月「浦上アートストリート」と銘打ち塾員

の協力も得て浜口商店街に作品展示、大方の

商店の反応は好意的であったように思う。浦

上地区を被爆地域と捉え「被爆楠木」のスケ

ッチ会を児童達と行い、その心にも印象が刻

まれたものと思う。 月には市街地の喫茶

店及び風頭公園を中心に野外作品の展示、店

舗、アトリエ開放などを行った。長崎さるく

のコースに含まれるエリアであったが、例え

ば観光客もどれだけ取り込めたのか反省の余

地があるようだ。

■アートマニアながさき塾 感想文

林田 英昭

私がこの塾に入ろうと思ったきっかけは、

「アートマニアながさき塾」という名前の「ア

ートマニア」というところ。「アートファン」

でも「アーティスト」でもない、その双方を

繋ぐ「アートが好きでたまらない人たち」と

いったニュアンスをこの名前に感じたからで

す。ふたを開けてみると実際そのとおりで、

各地で個展を何度もやっているような著名な

作家さんから私のようなアート好きの素人ま

で、皆がそれぞれでき ることをやりながら造

り上げていくという自由な空気の中で活動で

きました。この、塾長さんのゆる～いリード

（失礼）によって、皆勝手気ままにやりなが

らもひとつの目標に向かって実現させていく

という関係性が私に はとても心地よく、おか

げで新しい経験をする機会を多く与えてもら

いました。特に浦上から風頭へと続いた街な

かアートイベントは、塾長言うところの「街

なかにアートを流し漂わせる」という塾のコ

ンセプトを具現化していたの ではないかと

思います。 このアートイベントは、来年度

も活動が継続できれば、地元の方々も思わず

参加したくなるようなイベントに進化成長し、

「地域に開かれた塾」となっていく期待を大

いに感じさせるものでした。塾活動を通して

この１年間を楽しく刺激的にしていただいた

アートマニアながさき塾の皆さん、サポート

していただいた長崎伝習所事務局の方々、本

当にありがとうございました。
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■アーとマニアながさき塾 年間感想文

山下 昭子

❶ 月 日実施・・・「共星の里」日帰り研

修 福岡県朝倉市 廃校の旧黒川小学校に現代

美術の品がずらりと展示されていた。

山里の静かな空間の中で、現代美術に出会い、

何よりまず、不思議な感動に包まれ、なぜか

じわりと懐かしく、そして現在に生きる私と、

かつての自分との再会といったような気持ち

になった。それはつまり、現代美術と環境と

の落差、そして時間が醸し出す不思議な世界

に魅了されたからだろう。参加して本当に良

かったと満足できた。

❷ 月 日～ 日・・・アートストリート

「夏の浦上界隈」 浦上商店街界隈

浦上地区の川口町、浜口町、岩川町、坂本町

に 店舗の内外に、小品を展示する“アー

トストリート”。長崎では初という企画、ま

た塾としての狙い、目的、主旨だったと思わ

れるが、商店街や往来する人たち、買い物客

の反応は果たしてどうだったのか知りたいと

ころ。しかし反響はともあれ１８もの店舗が

主旨に賛同し、展示空間と作品管理に協力し

てくれたことは、まず初期の目的を果たし得

たと評価していいのでは・・・。

➌ 月 日（骰展会場）・・・宮本初音

講演会「まちとアート 年」

県美術館県民ギャラリー

他県の町づくりについて、興味深く耳を傾け

た。

❹ 月 日～・・・風頭山、亀山社中、歴

史とアートの道。今回、個人的には最も興味

を持ち、期待していた場面。展示場所の選定

が予想外だった。地元の人はあまり行かない

が観光客が多い屋外インスタレーション。風

頭の広場、大木、植物、小道、畑にカラフル

な作品が思い思いに、ゆったりと広がり、自

然に寄り添って心地よい風を呼び起こしてい

たと思う。ただ、観光客は多いが地元の人が

あまり足を向けないという地域での今回の大

胆な発想と企画に実際は来場者・反応はどう

だったのか知りたいですね。

■アートマニアながさき塾 感想

今道 信子

○美術の集まりとしては、「外に出る」「外に

展示する」など、企画がとても良かったと思

います。

○広がりのある企画が多く、今後も是非続け

て欲しいと御願いします。

■アートマニアながさき塾感想

阪井 紀久子

楽しい企画イベントが出来て良かったと思い

ます。長崎に新しい風を起こせたと思います。
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■アートマニアながさき塾とのこの１年

私自身途中から十分に参加しなくなったた

め、限られた内容となってしまう事をまず御

了承下さい。 今回の活動については、これま

で仲間同士で活動されてきた主に長崎市内の

美術家の皆さん、またそれに対して鑑賞とい

う形でしかコミットできなかった一般の方々

が、美術作業を共同で実施できた点、「開か

れた」芸術活動であったという事が最も意味

ある事だと思います。これは実施当日だけで

なく、打合せの場に置いてもそうであって、

美術家の方々と一般の方々とのある意味視差

の違いが、双方に無い部分を補うような形で

議論や作業を行えたという意味もあるわけで

す 市のご担当者の方のサポートと調整の御

苦労も大きかったと思います 。今回それを長

崎市の公的なサポートにより実現できたとい

う事は、この伝習塾の企画の中でもこのアー

トマニアが他に無い大きな実績であり、今後

の行政と民間との文化的な連携活動の一例と

して、伝えていって頂きたいと願います。 来

年度以降もぜひ継続が承認され、より多くの

長崎市民の方、長崎県の方にも知られてほし

いと思っております。
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アートマニアながさき塾

塾長 内藤 修子

今道 信子 岩永 勉 山本 春菜

古賀 弥生 林田 信代

入内 良治 浦口 清子

上田 清人 亀本 勝利

江口 ひとみ 石田 智

岡田 仁 平谷 眞一

岡元 和正 金子 衛

柿本 静子 竹ノ下磨須子

阪井 紀久子 林田 英昭

境 真知子 坂東 信子

野濱 邦子 長谷 昭子

野濱 夏希 大草 一俊

藤原 佳子 高岡 絹子

真崎 康三 竹谷 浩美

松尾 英夫 有馬 一郎

松下 和代 梶原 元子

道 正信 近藤 雅子

山下 昭子 寺島 由美子

山下 良夫 伊東山 勤

吉田形 勧 米倉 美保 事務局員
文化振興課

木下 雅人
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